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７
月
６
日
、
乳
用
牛
改
良

推
進
協
議
会
は
２
０
２
６
年

度
乳
用
牛
改
良
推
進
実
施
計

画
を
発
表
し
た
。

　

同
協
議
会
は
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
（
以
下
、
Ｇ
評
価
）
を

活
か
し
、
遺
伝
的
能
力
等
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い

つ
つ
、
都
道
府
県
関
係
者
と

連
携
し
て
、
情
報
の
活
用
促

進
と
優
れ
た
国
産
種
雄
牛
の

作
出
・
利
用
拡
大
等
に
取
り

組
み
、
我
が
国
の
乳
用
牛
改

良
を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
紙
で
は
同
協
議
会
が
発

表
し
た
２
０
２
６
年
度
乳
用

牛
改
良
推
進
実
施
計
画
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

基
本
方
針 

３
つ
の
柱
と
７
項
目

　

乳
用
牛
の
生
涯
生
産
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
泌
乳
能

力
と
と
も
に
長
命
連
産
性
に

関
わ
る
耐
久
性
や
繁
殖
性
、

疾
病
抵
抗
性
等
の
改
良
が
課

題
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
ら

の
形
質
は
、
飼
養
環
境
の
影

響
を
大
き
く
受
け
る
た
め
、

高
温
多
湿
な
日
本
の
飼
養
環

境
の
下
で
発
揮
さ
れ
る
遺
伝

的
能
力
を
、
よ
り
幅
広
く
、

信
頼
性
を
高
め
て
評
価
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
２
０
２
３

年
度
に
、
検
定
娘
牛
等
の
参

照
集
団
へ
の
追
加
に
よ
り
国

内
Ｇ
評
価
の
信
頼
性
向
上
を

図
り
、
２
０
２
４
年
度
に

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ
に
空
胎
日
数
と

受
胎
率
か
ら
な
る
繁
殖
性
指

数
と
体
の
サ
イ
ズ
を
適
正
化

す
る
た
め
の
大
き
さ
指
数
を

追
加
し
、
２
０
２
５
年
度
に

は
、
６
つ
の
疾
病
（
乳
房

炎
、
胎
盤
停
滞
、
産
褥
熱
、

第
四
胃
変
位
、
乳
熱
、
ケ
ト

ー
シ
ス
）
の
抵
抗
性
及
び
疾

病
抵
抗
性
指
数
の
評
価
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、
各
疾
病

の
抵
抗
性
と
乳
脂
率
が
改
良

さ
れ
る
よ
う
に
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
改

善
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２

５
年
度
に
は
調
整
交
配
の
実

施
率
が
低
迷
し
、
必
要
な
デ

ー
タ
が
十
分
に
得
ら
れ
な
く

な
る
懸
念
が
増
大
し
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
２
０
２
６
年
度

は
、次
の
３
つ
の
柱
・
７
項
目

を
基
本
方
針
と
し
て
、
日
本

の
飼
養
環
境
に
即
し
た
遺
伝

的
能
力
評
価
の
継
続
・
強
化

と
国
産
種
雄
牛
の
活
用
拡
大

に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
日
本
の
飼
養

環
境
に
即
し
た
遺
伝

的
能
力
評
価
の
強
化

①
調
整
交
配
の
改
善

　

海
外
と
は
異
な
る
日
本
の

飼
養
環
境
の
下
で
発
揮
さ
れ

る
遺
伝
的
能
力
を
評
価
す
る

国
内
Ｇ
評
価
の
信
頼
性
維
持

・
向
上
に
必
要
な
最
新
世
代

の
情
報
が
十
分
に
確
保
で
き

る
よ
う
、
調
整
交
配
に
つ
い

て
、
広
く
農
家
の
協
力
を
得

て
、
デ
ー
タ
が
よ
り
効
率
的

に
収
集
で
き
る
仕
組
み
を
２

０
２
７
後
検
に
向
け
て
検
討

す
る
。

　

２
０
２
６
後
検
に
つ
い
て

は
、
精
液
の
配
布
本
数
を
、

直
近
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え

て
設
定
す
る
。

②
暑
熱
耐
性
の
信
頼
度
向
上

　

乳
量
及
び
体
細
胞
ス
コ
ア

へ
の
影
響
を
指
標
と
し
た
現

行
の
暑
熱
耐
性
に
つ
い
て
、

よ
り
評
価
値
の
信
頼
度
が
高

く
利
用
し
や
す
い
評
価
方
法

へ
改
善
す
る
。
ま
た
、
よ
り

早
く
影
響
が
現
れ
る
乳
中
成

分
情
報
（
Ｂ
Ｈ
Ｂ
）
を
指
標

と
し
た
評
価
方
法
の
開
発
を

進
め
る
。

③
評
価
形
質
の
充
実

　

分
娩
管
理
情
報
と
し
て
活

用
が
期
待
で
き
る
産
子
の
在

胎
期
間
を
２
０
２
７
―
２
月

に
公
表
す
る
。
ま
た
、
肢
蹄

に
関
す
る
体
型
形
質（
歩
様
、

蹄
踵
の
厚
さ
及
び
後
肢
骨

質
）
の
充
実
や
蹄
病
に
対
す

る
抵
抗
性
の
評
価
方
法
並
び

に
肢
蹄
を
強
く
す
る
た
め
の

指
数
の
開
発
に
取
り
組
む
。

（
２
）
日
本
の
飼
養

環
境
に
合
っ
た
国
産

種
雄
牛
の
活
用
拡
大

④
近
交
の
影
響
を
抑
制
し
た

効
果
的
な
改
良
技
術
の
開
発

　

国
内
の
診
療
デ
ー
タ
等
に

基
づ
き
疾
病
や
生
存
性
へ
の

近
交
の
影
響
を
明
ら
か
に
し

つ
つ
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
を
活
用

し
た
近
交
上
昇
の
影
響
を
抑

制
す
る
技
術
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

⑤
国
内
評
価
値
の
有
効
性
等

の
情
報
発
信
と
連
携
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み

　

よ
り
わ
か
り
や
す
い
、
見

や
す
く
使
い
や
す
い
情
報
の

発
信
に
努
め
、
赤
本
に
つ
い

て
は
電
子
化
す
る
。
説
明
会

や
勉
強
会
、
意
見
交
換
の
場

な
ど
を
充
実
す
る
。
特
に
、

暑
熱
耐
性
、
疾
病
抵
抗
性
、

繁
殖
性
な
ど
、
飼
養
環
境
の

影
響
が
特
に
大
き
い
形
質
に

お
け
る
国
内
評
価
値
の
有
効

性
の
理
解
醸
成
に
集
中
的
に

取
り
組
む
。

⑥
ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
の
活
用
拡

大
　

前
記
の
取
り
組
み
を
進
め

つ
つ
、
３
割
程
度
に
高
ま
っ

て
き
た
ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
の
活

用
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
国
産

種
雄
牛
に
よ
る
乳
用
牛
改
良

の
加
速
化
を
図
る
。

（
３
）
雌
牛
Ｇ
評

価
の
普
及
促
進

　
⑦
と
し
て
、
日
本
の
飼
養

環
境
に
即
し
た
雌
牛
Ｇ
評
価

に
つ
い
て
、
評
価
形
質
が
充

実
し
速
や
か
な
情
報
提
供
も

実
現
し
た
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
対
象
を
血
統
登
録
・
牛

群
検
定
牛
か
ら
拡
大
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
な
ど
、
普
及

促
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
遺
伝
的
能
力
評
価

の
確
認
事
項
と
し
て
①
在
胎

期
間
の
評
価
開
始
、
②
公
表

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
提
示
さ

れ
、
①
在
胎
期
間
に
つ
い
て

は
２
０
２
７
︱
２
月
評
価
か

ら
管
理
形
質
の
１
つ
と
し
て

遺
伝
的
能
力
評
価
が
公
表
予

定
で
あ
る
。
②
公
表
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
表
の
通

り
で
、
種
雄
牛
評
価
（
国
内

種
雄
牛
）
年
２
回
、
雌
牛
評

価
及
び
国
際
評
価
（
海
外
種

雄
牛
）
は
年
３
回
と
従
来
ど

お
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
乳
用
牛
改
良
推
進

協
議
会
は
、
我
が
国
の
乳
用

牛
改
良
が
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
中
、
関
係
団
体
が
同
じ

問
題
意
識
や
方
向
性
を
持
ち

一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に

取
り
組
む
た
め
、
令
和
２
年

11
月
に
設
立
さ
れ
た
。（
独
）

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
、
（
一

社
）
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登

録
協
会
、（
一
社
）
ジ
ェ
ネ
テ

ィ
ク
ス
北
海
道
、
（
株
）
十

勝
家
畜
人
工
授
精
所
、
（
一

社
）
家
畜
改
良
事
業
団
の
５

団
体
に
、
本
年
度
か
ら
新
た

に
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農

業
協
同
組
合
、（
公
社
）
北
海

道
酪
農
検
定
検
査
協
会
の
２

団
体
が
加
わ
っ
た
計
７
団
体

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

2026年度

乳
用
牛
改
良
推
進
協
議
会

乳
用
牛
改
良
推
進
実
施
計
画

　

世
界
主
要
国
の
登
録
団
体
が
加
盟
す
る
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟

（
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
）
は
、
去
る
４
月
15
・
16
日
の
２
日
間
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
第
16

回
世
界
審
査
委
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
を
開
催
し
、
28
カ
国
か
ら
過
去
最
多
と

な
る
総
勢
60
名
を
超
え
る
審
査
委
員
並
び
に
統
計
学
者
な
ど
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
Ｗ
Ｓ
は
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
の

体
型
審
査
部
門
に
お
け
る
専

門
会
議
と
し
て
、
第
１
回
を

１
９
９
０
年
に
イ
タ
リ
ア
・

ク
レ
モ
ナ
で
開
催
し
、
２
年

に
１
度
各
国
巡
回
で
行
わ
れ

て
お
り
、
「
国
際
的
な
遺
伝

評
価
統
一
の
た
め
の
体
型
審

査
手
法
の
国
際
的
調
和
が
必

要
」
と
し
て
、
各
国
の
代
表

者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
審
査

眼
の
統
一
や
様
々
な
協
議
内

容
を
自
国
の
審
査
委
員
に
周

知
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

初
開
催
と
な
っ
た
こ
の
Ｗ
Ｓ

に
、
前
回
の
イ
タ
リ
ア
（
２

０
２
４
年
）
に
続
き
、
日
本

ホ
ル
協
か
ら
稲
山
審
査
委
員

（
北
海
道
支
局
）
と
高
橋
審

査
委
員
（
本
局
）
の
２
名
が

出
席
し
た
。

　

Ｗ
Ｓ
は
ド
ナ
ウ
川
の
両
岸

に
広
が
る
美
し
い
街
並
み
か

ら
「
ド
ナ
ウ
の
真
珠
」
と
も

称
さ
れ
る
世
界
的
観
光
地
で

有
名
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都

ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
起
点
と
し

て
、
そ
こ
か
ら
車
で
90
～
１

２
０
分
移
動
し
た
ス
ロ
バ
キ

ア
と
の
国
境
に
隣
接
し
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
北
部
の
２
農
場
で

行
わ
れ
た
。
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
参
加
各
国
が
提
出

し
た
体
型
記
録
に
基
づ
く
調

査
結
果
の
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
る
理
論
的
セ
ッ
シ
ョ
ン

と
、
実
際
に
供
試
牛
を
用
い

た
審
査
眼
の
統
一
を
目
的
と

し
た
実
践
的
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

進
め
ら
れ
た
。

「
乳
頭
の
長
さ・太
さ
」

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

１
日
目
午
前
と
２
日
目
午

後
の
理
論
的
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
が
採
用
す
る

国
際
標
準
線
形
18
形
質
の
各

国
間
に
お
け
る
遺
伝
相
関
関

係
に
つ
い
て
、
１
９
８
６
年

か
ら
30
年
以
上
に
わ
た
り
国

際
的
な
調
和
を
進
め
て
お

り
、
今
回
は
体
貌
と
骨
格
に

お
い
て
、
「
体
の
高
さ
」
や

「
尻
の
角
度
」、
乳
房
に
お
い

て
「
乳
房
の
深
さ
」、「
乳
頭

の
配
置
」、「
乳
頭
の
長
さ
」

が
高
い
相
関
関
係
に
あ
り
、

「
体
の
深
さ
」
や
「
Ｂ
Ｃ
Ｓ
」

の
相
関
関
係
が
前
回
よ
り
も

向
上
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
一
方
、
「
肋
の
構
造
」

や
「
肢
蹄
形
質
」
の
相
関
関

係
は
、
幾
つ
か
の
国
が
国
際

標
準
形
質
と
異
な
る
定
義
を

採
用
し
て
い
る
た
め
、
国
間

の
相
関
関
係
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
「
乳
頭
の
長
さ
・
太

さ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
を
は
じ
め
と
す
る
数
ヶ
国

か
ら
の
調
査
結
果
報
告
と
参

加
者
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
前
乳
頭
と
比

較
し
て
「
後
乳
頭
」
は
年
々

短
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
極

端
に
短
い
乳
頭
や
極
端
に
細

い
乳
頭
は
、
搾
乳
作
業
の
効

率
化
と
在
群
期
間
の
短
縮
に

密
接
に
関
連
す
る
た
め
、
今

後
も
引
き
続
き
こ
の
形
質
に

注
視
す
る
こ
と
と
し
た
。

後
肢
方
向
に 

名
称
を
変
更

　

協
議
事
項
で
は
、
「
後
肢

後
望
」
を
新
た
に
「
後
肢
方

向
：
Ｒ
ｅ
ａ
ｒ　

Ｆ
ｅ
ｅ
ｔ

　

Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」
へ
名
称
変
更
す
る
こ
と

を
可
決
決
定
し
、
先
に
開
催

さ
れ
る
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
評
議
員
会

に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

前
回
の
イ
タ
リ
ア
開
催
で
新

た
な
形
質
と
し
て
採
用
を
決

定
し
た
、
「
前
肢
方
向
：
Ｆ

ｒ
ｏ
ｎ
ｔ　

Ｆ
ｅ
ｅ
ｔ　

Ｏ

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

と
同
様
に
文
言
を
「
方
向
」

に
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
。

審
査
眼
の
統
一

　

１
日
目
午
後
と
２
日
目
午

前
中
の
実
践
的
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
コ
シ
ュ
ー
ト
２
０
０
０

牧
場
と
サ
ノ
農
業
研
究
所
の

２
農
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
20
頭

の
初
産
牛
を
用
い
て
、
各
国

審
査
委
員
を
５
グ
ル
ー
プ
に

分
け
国
際
標
準
18
形
質
に
つ

い
て
審
査
眼
の
統
一
を
図
っ

た
。
実
際
の
目
合
わ
せ
で

は
、
線
形
審
査
は
各
形
質
と

も
に
１
～
９
の
ス
コ
ア
を
幅

広
く
活
用
す
る
こ
と
に
重
点

が
置
か
れ
た
ほ
か
、
「
後
乳

房
の
高
さ
」
の
線
形
ス
コ
ア

リ
ン
グ
に
つ
い
て
再
確
認
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
今

回
は
特
に
、
「
肋
の
構
造
」

と
「
歩
様
」
に
つ
い
て
、
各

国
審
査
委
員
間
に
お
い
て
活

発
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。

次
回
Ｗ
Ｓ
は
Ｎ
Ｚ
Ｌ

　

最
後
に
参
加
各
国
か
ら
体

型
審
査
に
お
け
る
現
況
と
酪

農
情
勢
等
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
後
に
、
出
席
者
か

ら
開
催
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
協
会
に
対
し
て
感

謝
を
述
べ
て
２
日
間
の
日
程

が
終
了
し
た
。

　

次
回
は
２
０
２
８
年
に
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

28
カ
国
か
ら
過
去
最
多
の
60
名
が
参
加

ハンガリーで
初 開 催

世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟

世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟

第第
1616
回
世
界
審
査
委
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

回
世
界
審
査
委
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

理論的セッション（ソルム地区・サノ農業研究所）

参加者集合写真（ブダペスト・国会議事堂）

コシュート2000牧場（ドモニヴォルジ村）

実践的セッション（サノ農業研究所）


